
【資料№2】

物品役務等の名称及び数量
（契約件名）

契約案件
担当部署

契約を締
結した日

契約の相手方の商号
又は名称及び住所

随意契約によることとした根拠規定及び
理由

予定価格（円）
契約金額
（円）

落札率

再就
職の
役員
の数

参加業
者数

過去に同様の契約が
あった場合にはその状
況（平成19年度以前省

略）

昨年度の契約監視委
員会の審議を踏まえた

見直し結果
契約監視委員会の所見

1
平成24事業年度財務諸表の
官報への掲載

経理 H25.11.15

東京官書普及株式会
社

東京都千代田区神田
錦町1-2

会計規定第41条第4項及び契約事務実
施細則第29条

官報は特定の取扱い業者において、定
められた単価でしか掲載受注ができな
いことから、競争の余地がないため。

2,090,286 2,090,286 100% 0 －

競争性のない随意契約

平成20･21・22・23・24
年度
「財務諸表の官報への
掲載」

競争性のない随意契約

現行の契約形態を維持
する。

法人の対応に異論はない

2

「新図書館管理システム」導
入に伴う「現システムサーバ
からのデータ抽出」に係る業
務委託

資料センター H25.12.5

株式会社エヌ・ティ・
ティ・データ九州

福岡県福岡市博多区
博多駅前1-17-21

会計規定第41条第4項及び契約事務実
施細則第29条

現在使用中の図書館管理システムの開
発元であり保守委託先である同社のみ
がプログラムライセンスを有しており、シ
ステムプログラム等を把握していること
から、同社以外に当該業務を行える業
者は無いため。

1,575,000 1,575,000 100% 0 －

競争性のない随意契約

平成24年度
「図書館管理システム
/NALIS」用サーバの更
新（入替）に伴うデータ
移行等委託及び業務
用ＰＣ入替に伴う正常
稼働等の検証作業委
託

今回入札で業者を決め
た新システムの入札仕
様書では、以前契約監
視委員会でご指導をい
ただいた方法を用い、
「次期システムを導入
するに際してのデータ
抽出は、新システム受
注者の費用負担で行う
こととし、今回の応札額
に含めることとする。」と
してあり、次回のシステ
ム入れ替え時には当該
業務委託に係る随意契
約は発生しない。

法人の対応に異論はない

・随意契約とすることとした理由欄の記載にあたっては、根拠条文だけでなく、具体的な理由を記載すること。

随意契約締結状況(平成25年9月19日～平成25年12月13日）


